
第
三
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
を
め
ぐ
る
国
際
関

係
―
米
国
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」
で
は
、

コ
ス
タ
リ
カ
が
一
九
四
八
年
以
来
軍
備
放

棄
・
非
武
装
を
継
続
で
き
た
背
景
に
は
米
国

と
の
緊
密
な
関
係
が
あ
る
が
、
コ
ス
タ
リ
カ

の
よ
う
な
小
国
が
超
大
国
米
国
と
の
関
係
を

重
視
し
、
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
な
か
で
生
き

る
こ
と
は
現
実
的
な
選
択
で
あ
り
、
適
切
な

も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

第
四
章
「
中
米
の
福
祉
国
家
に
お
け
る
新

自
由
主
義
改
革
―
コ
ス
タ
リ
カ
の
社
会
保
障

制
度
改
革
―
」
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら

の
新
自
由
主
義
的
改
革
に
よ
っ
て
、
年
金
、

医
療
、
対
貧
困
政
策
が
新
自
由
主
義
的
な
性

格
の
も
の
に
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

第
五
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
教
育
―
制
度
お

よ
び
政
策
―
」
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
教
育
制

度
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
初
等
教
育
が
広
範
囲
に
普
及
し

た
の
に
対
し
、
中
等
教
育
が
新
自
由
主
義
的

な
政
策
導
入
の
過
程
で
普
及
が
遅
れ
た
こ
と

が
、
格
差
を
温
存
さ
せ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
六
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
工
業
化

の
進
展
と
課
題
」
で
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
産

業
構
造
の
変
化
と
そ
れ
が
国
民
経
済
に
及
ぼ

し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
新
自
由
主

義
的
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
外
資
導
入
が
重

視
さ
れ
、
と
く
に
イ
ン
テ
ル
社
の
誘
致
成
功

に
よ
り
製
造
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
が

増
大
し
た
こ
と
、
し
か
し
外
資
に
頼
る
生
産

で
は
国
内
の
他
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
小
さ

本
書
は
こ
の
新
自
由

主
義
的
制
度
へ
移
行
し

つ
つ
あ
る
コ
ス
タ
リ
カ

の
政
治
・
経
済
・
社
会

が
、
変
容
に
と
も
な
っ

て
ど
の
よ
う
に
影
響
を

受
け
て
き
た
か
を
み
る

も
の
で
あ
る
。序
章「
コ

ス
タ
リ
カ
―
民
主
主
義
、
福
祉
国
家
、
成
長
、

そ
し
て
新
自
由
主
義
」
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
つ

い
て
新
自
由
主
義
的
制
度
に
変
容
す
る
前
の

社
会
民
主
主
義
時
代
の
背
景
説
明
を
行
っ

た
。第

一
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
・
リ
ベ
ラ
ル
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
と
変
容
」
で
は
、
コ
ス

タ
リ
カ
の
民
主
主
義
が
、
国
民
主
権
、
市
民

的
自
由
、
三
権
分
立
、
富
の
再
分
配
に
特
徴

付
け
ら
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
二
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
民
主
主

義
の
価
値
判
断
―
近
隣
諸
国
と
の
比
較
―
」

は
、
民
主
主
義
の
価
値
を
⑴
民
主
主
義
が
役

に
立
つ
か
ら
支
持
す
る
（
手
段
と
し
て
の
価

値
を
認
め
る
）
立
場
と
、
⑵
民
主
主
義
そ
の

も
の
に
固
有
の
価
値
が
あ
る
か
ら
支
持
す
る

立
場
の
二
つ
に
分
け
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
民
主

主
義
の
特
徴
を
つ
か
も
う
と
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ
は
一
九

四
八
年
以
来
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
随
一
の
長
い

民
主
主
義
の
歴
史
を
誇

り
、
一
九
八
〇
年
代
ま

で
域
内
で
は
珍
し
く
、

社
会
民
主
主
義
政
党
が

ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
政

権
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
早
い
時
期
か

ら
と
く
に
教
育
や
医
療
な
ど
の
社
会
政
策
面

で
の
制
度
整
備
が
進
み
、
域
内
で
も
数
少
な

い
、
所
得
格
差
の
少
な
い
国
で
あ
っ
た
。
他

方
経
済
は
、
国
営
部
門
が
大
き
い
混
合
経
済

体
制
で
、
雇
用
を
国
営
部
門
に
吸
収
す
る
こ

と
で
、
低
い
失
業
率
を
達
成
し
た
。
ま
た
一

九
四
八
年
の
内
戦
直
後
に
国
軍
を
解
体
し
、

以
来
非
武
装
国
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

た
。し

か
し
コ
ス
タ
リ
カ
の
こ
の
体
制
は
恒
常

的
な
財
政
赤
字
を
引
き
起
こ
し
、
一
九
八
〇

年
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
対
外
債
務
危
機

の
際
に
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
も
同
様
に
危
機
に

陥
っ
た
。
こ
こ
で
同
国
の
指
導
層
は
三
〇
年

以
上
続
い
た
混
合
経
済
体
制
と
決
別
し
、
世

界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
が
勧
め
る
新
古
典

派
経
済
学
に
基
づ
く
新
自
由
主
義
政
策
に
転

換
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

く
、
国
際
経
済
の
変
動
に
影
響
を
受
け
や
す

い
性
格
を
残
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
七
章
「
コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
格

差
と
新
た
な
農
村
開
発
戦
略
」
は
、
コ
ス
タ

リ
カ
の
貧
困
と
格
差
問
題
が
、
新
自
由
主
義

的
政
策
の
導
入
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
に
、
と
く
に
貧

困
が
多
い
と
さ
れ
る
農
村
地
域
の
一
部
に

絞
っ
て
開
発
を
実
施
す
る
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農

村
開
発
戦
略
の
内
容
と
展
望
に
つ
い
て
扱
っ

て
い
る
。

終
章
「
進
路
を
決
め
か
ね
る
コ
ス
タ
リ
カ

―
新
自
由
主
義
を
め
ぐ
る
分
極
化
―
」
で
は

総
括
と
し
て
、コ
ス
タ
リ
カ
社
会
が
現
在
も
、

新
自
由
主
義
的
政
策
の
是
非
に
つ
い
て
合
意

に
達
し
て
い
な
い
が
、
民
主
主
義
に
対
す
る

信
頼
が
あ
る
た
め
、
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら

も
コ
ス
タ
リ
カ
社
会
が
今
後
も
安
定
す
る
と

予
測
で
き
る
と
ま
と
め
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
コ
ス
タ
リ
カ
に
関
す
る
出

版
物
は
多
い
と
は
い
え
ず
、
そ
の
な
か
で
最

新
の
動
向
を
含
め
て
コ
ス
タ
リ
カ
が
直
面
す

る
問
題
を
多
面
的
に
議
論
し
た
の
が
本
書
で

あ
る
。
本
書
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
と
し
て
、
本

誌
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
で
は
、「
新
自
由

主
義
時
代
の
コ
ス
タ
リ
カ
」
特
集
を
組
ん
で

い
る
。
本
書
の
執
筆
陣
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ

研
全
体
で
行
わ
れ
て
い
る
コ
ス
タ
リ
カ
研
究

を
概
観
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
本
書
と
あ
わ

せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
や
ま
お
か　

か
な
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

■山岡加奈子■

山
岡
加
奈
子 

編

『
岐
路
に
立
つ
コ
ス
タ
リ
カ

―
新
自
由
主
義
か
社
会
民
主
主
義
か
―
』

ア
ジ
研
選
書
№
三
六

43 アジ研ワールド・トレンドNo.223（2014. 5）

新
紹
刊
介


